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総合健診システム

今日の医斗寮は,単に病院における医

療ばかりでなく,国民の健康をその-一

生にわたって守りぬくため,総†ナ保健

広域医プ寮という分野に泣こがっており,

この医療体制を,コンピュータを軸に

通信,医墳,計測などの技術を結集し

て大きな社会システム化することが進

められている｡

このなかで総(ナ保健は,回民の健康

を一二tにわたって管理することを目標

に,総合的健康診断,健康管理,ある

いは病後の生活指導,社会復帰指導な

どを行ない､システムとして捻子㌢健診

システム,社会復帰システム,環塙計

i則システムなどが考えられる｡

特に総fナ健診システムは,多くの受

診‾芹の健康を正確にスピーディに六今断

する人間ドックのシステム化として,

各方面から早期開発が要望されていた

もので,去る49年8Hに茨城県日二､工‾｢ト

の日立総(ナ病院に,日立総(ナ健診シス

テムが設置きれ,現在好;凋に運営され

ている｡

このシステムは,株式全社日立メデ

ィコをはじめ[‾l立医療システム
グルー

プが総力を結集Lて開発したもので,

健診,問診,運用の二つのサブ システ

ムから寸茸成され,′受診‾帯の1受付,‡至録

から検奄,データ作成及び判定記錨保

存まで一貫した処理を行なう｡

まず健診システムは,各種検瀬依器

データ収集システム,中火処理装置で

肺成され,′受診‾者の各椎検禿を実施す

る｡身体計測,呼吸器系検査,循環器

系検禿,消化器系検査,血液･尿の化

学的検査,血圧測定,胸部･胃部のⅩ

線検杏及び心`定･心音図など約60項目

の検二在を行なう｡日動化した検奄機器

が手順よく作動して,データはすンラ

イ ンでコンピュータに入って処押され

る｡

次に問喜今システムは,′受診者自身か

ら必要]召目についてデータを採るため

質問項目を提示する表示装置や工業H】

テレビカメラ,問診の結果を中央処理

装置へ送るデータ処理装置から成る｡

運用システムは,先の健診,問診を

生かすためのもので,中央処理業帯に

よって′受診予約,結果の収集,統計作
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成及び′受診後のフォローアップ業務な

どを行なう｡

検束に要する時間はわずか3時間で,

検二在が終わると直ちに総今判定の資料

が作成され,それをもとに医師が診断

を下し,その結果によっては病院で過

切な治j寮が行なわれる｡
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タは保存蓄積されるので,永続的な健

康管理が可能である｡

日立総合病院では,システム化の第

一一期に,臨†末検査システム及び監視シ

ステムを導入,第二期に総(ナ健診シス

テムを設置し,医療の総合システム化

に人き く前進しつつある｡
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